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各地区通信員のみなさんから届いた地元のできごとを紹介します！

あなたの地区ではどんなできごとがあったでしょう。 ぜひチェックしてみてください！

地 元 密 着 通 信

第
２
回
植
樹
祭
を
開
催

さ
く
ら
街
道
お
も
て
な
し
の
山

４
月
18
日
、「
長
寿
山
・
太
郎
坊
山
」

の
山
開
き
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

約
２
０
０
人
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
小
島

自
治
会
に
所
属
す
る
各
種
団
体
が
協
力
し
て

行
う
春
一
番
の
行
事
で
す
。
年
々
、
桜
の
開

花
が
早
く
な
り
自
慢
の
街
道
の
桜
並
木
は
、

葉
桜
と
な
っ
た
場
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会

場
の
『
憩
い
の
森
』
周
辺
は
、
満
開
の
桜
と

花
桃
が
山
開
き
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
し

た
。
登
山
者
は
、
山
頂
か
ら
の
雄
大
な
自
然

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
長
寿
山
の

頂
上
に
は
『
鐘
楼
』
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の

平
和
を
願
い
、
鐘
の
音
を
響
き
渡
ら
せ
て
い

ま
し
た
。
下
山
後
は
、
様
々
な
屋
台
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

大山桜の若木が、大樹
に育つように心を込め
て植樹しました！

町
道
大
柴
線
か
ら
鼠ね
っ
ぱ
み喰
線
に
入
っ
た
途

中
に
、
憩
い
の
森
大
柴
地
域
資
源
保

全
会
代
表
の
藤
原
美
喜
雄
さ
ん
が
所
有
す
る

向
山
（
標
高
７
５
０
ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
10

数
年
前
か
ら
個
人
で
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、（
公
財
）
日
本
さ
く
ら
の
会

か
ら
若
木
が
寄
贈
さ
れ
、
憩
い
の
森
大
柴
地

域
資
源
保
全
会
代
表
主
催
に
よ
る
、
第
２
回

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
有

志
30
人
と
藤
原
町
長
、
役
場
職
員
の
皆
さ
ん

で
大
山
桜
の
若
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。
作
業

後
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
懇
談
し
て
い
る

と
、
代
表
の
藤
原
会
長
か
ら
「
大
山
桜
の
若

木
を
皆
さ
ん
で
、
育
て
て
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「来年もやってない」
の言葉にスタッフは元
気をいただきました！

４
月
26
日
、
花
塚
山
の
会
・
飯
坂
自
治

会
・
飯
坂
公
民
館
主
催
に
よ
る
、
富

士
山
が
見
え
る
北
限
の
山
「
花
塚
山
」
の
山

開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駐
車
場
に
は
、

早
朝
か
ら
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た
方
々
が
集

ま
り
、
笑
顔
と
期
待
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
・
開
会
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
の

藤
原
町
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
花
塚
山
探
勝
路
３
号
休
憩

所
が
完
成
し
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
先
着
２
０
０
人
に
特
製
缶
バ
ッ
ジ

と
、手
打
ち
そ
ば
割
引
券
を
配
布
し
ま
し
た
。

手
打
ち
そ
ば
は
、
峠
の
森
自
然
公
園
側
に
下

山
し
た
方
々
に
堪
能
し
て
も
ら
い
、
３
０
０

人
の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

右：安全祈願祭を行い
ました！下：花塚山探
勝路３号休憩所落成式
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地
域
の
方
か
ら
「
A
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

知
っ
て
お
き
た
い
」
と
言
う
声
が
あ

り
、
伊
達
地
方
消
防
組
合
南
分
署
の
方
を
講

師
に
迎
え
て
「
救
命
措
置
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
心
肺
停
止
の
方
が
い
た
場
合
、

１
１
９
番
通
報
を
し
て
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
が
一
番
重
要
で
す
。
し
か
し
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
少
し
で
も
で
き
る
こ

と
が
あ
る
な
ら
、
た
め
ら
わ
ず
救
命
措
置
を

し
た
い
と
、
受
講
後
に
思
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
開
き
、
電
源
を
入
れ
る
と
操
作
の
音
声

案
内
が
流
れ
ま
す
。
音
声
に
従
っ
て
操
作
を

す
る
と
２
つ
あ
る
電
流
パ
ッ
ト
を
貼
る
位

置
も
胸
骨
圧
迫
の
リ
ズ
ム
も
教
え
て
く
れ

ま
す
。
ま
ず
は
、
健
康
が
大
切
で
す
ね
。

福
沢
羽
山
（
６
１
３
メ
ー
ト
ル
）
山
開
き

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

５
月
３
日
、
福
沢
羽
山
の
山
開
き
を
羽

山
の
森
美
術
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

し
ま
し
た
。
開
催
式
で
は
、羽
山
太
鼓
演
奏
、

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
高
橋
自
治
会
長
挨

拶
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
羽
山
の
森

美
術
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

に
２
５
０
人
の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

山
頂
の
羽
山
神
社
で
は
、『
大
声
コ
ン
テ

ス
ト
』と『
お
楽
し
み
抽
選
会
』を
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
途
中
の
日
吉
神
社
登
山
口
で
は
、
豚

汁
と
冷
た
い
麦
茶
を
振
る
舞
い
、
塩
分
と
水

分
を
補
給
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
年
、
福

沢
羽
山
を
満
喫
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
地
域
を
思
う
活
動
に
感
謝
で
す
。

A
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

５
月
10
日「
第
27
回
口
太
山
の
山
開
き
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
爽

や
か
な
、
絶
好
の
登
山
日
和
に
な
り
ま
し

た
。
山
開
き
会
場
は
、
昨
年
と
異
な
り
登
山

口
キ
ャ
ン
プ
場
に
変
更
し
ま
し
た
。
受
付
が

開
始
さ
れ
る
と
、
登
山
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
記

念
ス
タ
ン
プ
に
３
０
０
名
を
越
え
る
登
山
者

が
列
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
先
着
１
０
０
人

に
は
参
加
記
念
品
と
登
山
バ
ッ
ジ
を
配
り
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
、
佐
藤
自
治
会
長
と
藤

原
町
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
酒
井
口
太
山
愛

好
会
長
の
山
開
き
宣
言
で
、
一
斉
に
登
山
し

始
め
ま
し
た
。
登
山
者
は
、
山
頂
か
ら
見
え

る
安
達
太
良
か
ら
吾
妻
・
蔵
王
連
峰
の
大
パ

ノ
ラ
マ
に
湧
き
た
っ
て
い
ま
し
た
。

川の流れと桜の花が互
いに引き立て合ってい
るように見えました！

右：登山口キャンプ場
開会式の様子。下：山
頂の山ツツジは満開！

周りの方に協力を求め
る事も重要だと感じま
した！

４
月
18
日
、
鶴
沢
自
治
会
・
鶴
沢
公
民

館
主
催
で
「
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
桜
の
白
や
薄
桃

色
が
淡
い
新
緑
に
溶
け
込
ん
だ
山
々
を
眺
め

な
が
ら
、
目
的
地
の
観
音
寺
川
沿
い
に
あ
る

桜
並
木
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
年
輪
を
刻
ん

だ
桜
も
去
年
は
早
す
ぎ
て
ほ
と
ん
ど
咲
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
ち
ょ
う
ど
、

桜
祭
り
が
催
さ
れ
て
い
て
人
出
が
多
く
、
川

の
流
れ
と
見
頃
の
桜
を
じ
っ
く
り
堪
能
し
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
、
保
科
正
之
公
は
じ
め
、

歴
代
の
会
津
藩
主
を
祀
る
土
津
神
社
に
立
ち

寄
り
、
当
時
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
境

内
の
公
園
で
、
持
参
し
た
昼
食
を
食
べ
ま
し

た
。暑
い
く
ら
い
の
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

春
の
色
に
輝
く
口
太
山
山
頂

登山者は、開催式で行われた『羽山太鼓』の演奏を撮影
していました。いざ！６（む）10（とう）3（さん）へ。
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